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行なわれて来た。それは one-boson-exchange (OBE) model として知られているが、高エネルギー
領域になるとこの model はいくつかの困難に出合う。主な困難は OBE model の散乱振幅のエネル
ギー依存性が実験データを説明出来ないことである。この理由により OBE model が高エネルギー領
域では全く駄目なのではないかという見解があったが、この疑問に答えるのが本論文の目的の一つで
ある。
第 2 章では高エネルギー核二子一核子散乱の 5~31GeV の角分布、 polar iza tion 及び前方散乱振幅
の real-imaginary ratio のすべての既存のデーターを解析すると共に OBE model の検討を行なう。
その結果， OBE model の散乱振l隔のエネルギー依存性の悪さを除けば OBE model は散乱振幅の
spin 及び isospin 依存性について低エネルギー領域と同様に良い記述力を持つこと、また交換される
boson としてはベクトル中間子が重要な寄与をなすであろつことなどが示されている。我々はこの解
析から高エネルギー領域に於し、ても交換力とし寸相互作用の描像を持つ OBE model が生き残る可能
性を明らかにすると共にその問題点を論じる。またN* -production による inelastic channel の効
果が大角度の polarization の解析を通じて議論される。
第 3 章では、第 2 章の核子一核子散乱の解析の一つの延長上に核子 反核子散乱を把えその解析を
試みる。核子 核子散乱と核子一反核子散乱とには深い関連性があるが、しかし第 2 章の解析の単 l宣
な核子一反核子散乱への応用は実験データーとの矛盾を引き起すことが示される。この困難は紋子
反核子散乱に特有の direct-channel resonance の寄与により除去きれる可能性が論じられる。また
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ない。数 GeV までの領域では、何種類かの中間子の一回交換による力で現象を説明しようとする O
BE模型がかなりの成功を収めている。本論文は 5 -31 GeV までの核子一核子散乱の諸データを説
明できるような理論とその核子一反核子散乱への適用について研究したものである。すなわち、 OB
E理論を修正し、エネルギーの増加とともにある種の中間子の核子の有効結合定数を減少させること
で現象を統一的に理解しうることを示し、その減少率を定めた。ついていこの手法を同程度のエネルギ
ーの核子一反核子散乱に適用し、この場合には粒子交換力以外に核子一反核子反応に特有な中間的共
鳴状態を経由する過程が大きく寄与することを示し、この共鳴状態に関して一つの模型を設定して現
象を定量的に説明しうることを示した。これらの成果は高いエネルギーでの核子や反核子間の散乱現
象を有効に記述する手法を与え、より高いエネルギー領域を含む統一的な理論への重要な基準を与え
たものとして高く評価される。
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